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志⽅⻄地区とは

• 加古川市の北⻄部に位置
• ⾼御位⼭（標⾼304m）の麓に位置
• 7つの集落からなる

資料）いなみ野ため池ミュージアム「志⽅⻄地区ってどんなところ︖」より引⽤
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絆プロジェクト連携主体

志⽅⻄地区
町内会連合会

ため池みらい
研究所 兵庫県⽴⼤学

志⽅⻄
未来づくりプラン

原⼤池利活⽤拠点構想P
志⽅⻄ウォーキングP

【絆プロジェクト（ため池アクション︕） 】
農業・農村が抱える課題に関するプロジェクトを学⽣3⼈程のチーム，地域住⺠，
コーディネーター（ため池みらい研究所）と実施。

参加学⽣数 2023年度 3名
2024年度 4名

公⺠学の連携を促す市⺠研究所
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志⽅⻄ウォーキングプロジェクト

趣旨︓
• ⾃然豊かな地域の営みを地区外の⼈
達が再発⾒や知ることで住⺠の定着
や関係⼈⼝の増加に繋げます

• 地域の⼈達がウォーキングすること
で，志⽅⻄地区のことを深く知り，
シビックプライド（地域への誇りと
愛着）を醸成します

志⽅⻄未来づくりプランより引⽤



2018.6.30 締結式の様⼦

◆

2023.5
◆

2024.3
◆

2024.6
◆

2023.12
◆

2025.2
◆

2024.10

2021.9.15 設⽴パーテの様⼦

活動内容

◆

2025.4

春イベント 秋イベント

マップ改訂 マップ作成
~⻑楽寺周辺編~

春イベント
2025.4.6

マップ作成
~原⼤池周辺編~



志⽅⻄てくてくマップ
2023年度︓原⼤池周辺編
2024年度︓原⼤池周辺編（改訂版）

⻑楽寺周辺編



2018.6.30 締結式の様⼦ 2021.9.15 設⽴パーテの様⼦

研究所設⽴

受け⼊れ地域の変化

【個⼈（地域リーダー）の変化】
・活動継続のために，前向きに頑張れるように
・地域側から発信することへの関⼼の⾼まり

【地域のムードの変化】
・地域活動に関わる地域住⺠の姿勢も前向き・積極的に

【地域・個⼈の⾏動の変化】
・学⽣を地域の活動に誘う住⺠が徐々に増加
→関係⼈⼝としての学⽣



「イベントを⾏うためのみ」の活動にならないために
〜関係⼈⼝って︖︖〜

→どういう⼈が関係⼈⼝だと思うか意⾒調整
（学⽣のみの会議・プロジェクトメンバーを交えた会議）

→志⽅⻄にとって関係⼈⼝とは
・神輿の担ぎ⼿
・地域活動（ウォーキングPなど）の担い⼿
を⽬指して活動をする

コーディネートで悩んだこと



2018.6.30 締結式の様⼦ 2021.9.15 設⽴パーテの様⼦

今後の展望

2年間の活動を通して・・・
地域 ︓ムードの変化がみられてきている
関係⼈⼝︓まずは志⽅⻄を知ってもらう取組はできた
学⽣ ︓地域活動への参加がしやすい環境に

今後・・・
関係⼈⼝の創出に向けて，マップの次の⼀⼿としての
活動をおこなっていきたい

考えること・・・
どういう活動をすれば，外部の⼈が志⽅⻄での
関係⼈⼝（神輿の担ぎ⼿）になってもらえるか



SNS・HPご確認ください

名称 ⼀般社団法⼈ため池みらい研究所
設⽴⽇ 2021年9⽉15⽇
社員数 7名（設⽴時）
代表理事星野敏/京都⼤学⼤学院農学研究科 名誉教授
会員 14名

志⽅⻄
ウォーキング
プロジェクト
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